
申立人（債務者） に関する

（作成者：申立人（債務者） 印）□レ 陳述書

（作成者：申立代理人弁護士 印）□ 報告書

□は該当するものを■塗りつぶすか，レ印をつけてください。

作成年月日 平成 年 月 日

御中盛岡地方裁判所 □ 第２民事部レ

御中□ 支 部

提出先が支部の場合は，支部名も記入してください（例「 。花巻」）

※ から，書いてください。次の注意事項をよく読んで

１ 必ずペンを使って記入してください（ 。鉛筆使用不可）

２ 一度書いたものを訂正する場合には，２本線で消し，その上から訂正印を押して

ください（ 。修正液使用不可）

３ 内容に応じて□にレ印を付けたり，必要事項を記入して作成してください（金額

や年月日が正確にわからない場合でも，空欄とはせずに「約１０万円」とか「５，

６年ころ」というように，おおよその数字を記載してください 。。）

空白の部分があった場合は 「ない」という趣旨に理解され，４ 各記入事項について ，

から，記入漏れがないようにご注意くあなたにとって不利益となることもあります

ださい。

故意に記入しなかったり，うそを記入した場合，免責５ 財産や債権者等について，

が許可にならないことがあるばかりか，処罰される可能性（破産法２６５条－１０

年以下の懲役－等）もあります 事実を隠したり，から，正直に記入してください。

。偽ったりすることは あなたにとって不利益としかなりません， からご注意ください

６ 記入欄が不足した場合には，便せんなどで別紙を作ってください。



本欄を記載した際は，右側の必要書類・注意事項をよくお読みください（以下同じ 。）

必要書類・注意事項

第１ 経歴について
重 要

１ あなたの最終学歴を書いてください。 １ 陳述書を書きな

がら，該当する□
にレ印を付け，必卒業（中退）年月 昭・平 年 月
要な書類がそろっ□卒業 □中退レ

ているか，記載漏
れがないかを確認学校名・学部名 □中学 □高校レ

してください。□大学 □短大
２ ここに挙げた必□専門学校
要書類は，例示し
たに過ぎません。（ ）□学部 □課程
ここに挙げた書類
に代わるものがあ

２ あなたの結婚歴を書いてください。 れば，それを提出
してください。□ 結婚したことがありません。

□ 結婚歴は次のとおりです。レ

相 手 方 ＜離婚により慰謝料等の慰謝料・養育費に
婚姻（離婚）年月

支払義務があり滞納し(婚姻前の氏名) ついての取り決め

ている場合＞
その滞納分を債権者一昭・平 年 月結婚 □ない □
覧表に記載してくださ昭・平 年 月離婚 □ある
。い

昭・平 年 月結婚 □ない
昭・平 年 月離婚 □ある ＜離婚により相手方に慰

謝料等を請求する権利
昭・平 年 月結婚 □ない がある場合＞

相手方に対する請求金昭・平 年 月離婚 □ある □
額を財産目録に記載し

てください。

３ 現在の職業から順にさかのぼって，これまでの職歴を書いてくだ

さい。

ア 現在の仕事は次のとおりです。

□無職です。

所得証明書無職の理由 □高齢 □失業求職中 □病気・ケガ □無職でも
□専業主婦 □その他 □無職の理由が病気やケ（ ）

診断書またガの場合，
はその写し働けるめど □ない □ある（平 年 月ころから）



必要書類・注意事項

□次の仕事をしています。レ

＜給与所得者の場合＞
□ （なければ源泉徴収票写し

職 業 □勤め □アルバイト・パート 所得証明書）レ

直近２か月分の給料明細書□自営 □会社役員 □
写し

勤 め 先 □（退職金制度があって，か
， ）（店 名） つ 就職後５年以上の場合

退職金試算書又は支給規程
写し就 職 時 期 昭・平 年 月

手取り月収 約 円 ＜自営業者の場合＞
直近２年分の税金申告書写□
しボ ー ナ ス □ないレ

個人事業者用報告書□ある 年 回 合計約 万円 □（ ， ）

退職金制度 □ない ＜会社役員の場合＞レ

会社の商業登記簿謄本又は□ある 現在の支給見込額約 万円 □（ ）
その写し

イ これまでの職歴は次のとおりです（過去１０年分に限る 。）

現在の１つ 昭・平 年 月～昭・平 年 月
前の仕事 □勤め □アルバイト・パートレ

□自営 □会社役員
勤め先( )月収(約 円)

その前の 昭・平 年 月～昭・平 年 月
仕事 □勤め □アルバイト・パート

□自営 □会社役員
勤め先( )月収(約 円)

その前の 昭・平 年 月～昭・平 年 月
仕事 □勤め □アルバイト・パート

□自営 □会社役員
勤め先( )月収(約 円)

その前の 昭・平 年 月～昭・平 年 月
仕事 □勤め □アルバイト・パート

□自営 □会社役員
勤め先( )月収(約 円)

その前の 昭・平 年 月～昭・平 年 月
仕事 □勤め □アルバイト・パート

□自営 □会社役員
勤め先( )月収(約 円)



必要書類・注意事項

第２ 家族・住居について

１ あなた以外の同居家族について書いてください。
＜収入のない家族の場合＞

続 年 職業 勤め先 □手取り月収に０円と明記し（ ）
氏 名 手取り月収 てください。

柄 齢 学校（学年）
※年金も，１か月分になおし
て金額を記載してくださ約 円

い。
約 円

約 円

約 円

約 円

約 円

２ 現在の住居について書いてください。

住み始めた時期 昭・平 年 月

住 居 の 種 類 □自己所有又は共有
□土地と建物 ＜自己所有又は共有の場合＞

。□建物のみ □ です財産目録に記載が必要
□マンション

□親族・同居者の所有 ＜親族・同居者所有の場合＞レ

不動産登記簿謄本所有者名（ ） □
あなたとの関係（ ）

□借りている。 ＜借家，アパート＞
□借家 □ （なければ家賃貸借契約書

写し□アパート 賃の領収書など）の
□公営住宅
□社宅・寮 ＜公営住宅＞

住宅使用許可書の写し□
（注）この欄は 借り主 □自分 □同居者
借りている場合
だけ書いてくだ 家賃等 家賃（月 円）
い。 敷金（ 円）

家賃の □ない ＜家賃の滞納がある場合＞
貸主を債権者一覧表に記載滞 納 □ある 滞納額 円 □（ ）
する必要があります。



必要書類・注意事項

第３ 現在の家計の状態について

１ 生計を同じくする家族の１か月の収入と支出の内訳を，自分の借金
返済分を除いて，書いてください（最近２か月分 。）

（平成 年 月分）

収 入 支 出 ＜本人又は同居者が生
活保護を受給してい

項 目 金 額(円) 項 目 金 額(円) る場合＞
生活保護受給証明書□
写し給料(自分) 家賃・管理費

給料(同居者) 食費 ＜本人が失業保険を受
給している場合＞
雇用保険受給資格者自営収入(自分) 水道・光熱費 □

（本人分）証の写し
自営収入(同居者) 電話料

＜本人が年金，児童手
年金(自分) 衣類・日用品費 当などの公的給付を

受けている場合＞
年金(同居者) 医療費 □ （なけれ受給証明書

ば振込口座の通帳）
の写し生活保護(世帯分) 教育費

失業保険(自分) 交際費・遊興費 ＜保険料支出あり＞
を書いて□保険契約者

失業保険(同居者) 保険料 ください。
契約者が申立人本人□
の場合は，財産目録児童手当(世帯分) (保険契約者： )
に解約返戻金の額な

( ) 駐車場代 する必要がどを記載
あります。

からの援助 ガソリン代
＜駐車場代，ガソリン

(車の名義人： ) 代の支出あり＞
□ を書いて車の名義人

同居者の借金返済 ください。
車の名義が申立人本□
人の場合は，財産目
録に時価などを記載
する必要がありま
す。

合 計 合 計

原則として収入と支出の合計額は同一になります。



必要書類・注意事項

※１か月目のものと重
複するものは，添付
不要です。（平成 年 月分）

収 入 支 出 ＜本人又は同居者が生
活保護を受給してい

項 目 金 額(円) 項 目 金 額(円) る場合＞
生活保護受給証明書□
写し給料(自分) 家賃・管理費

給料(同居者) 食費 ＜本人が失業保険を受
給している場合＞
雇用保険受給資格者自営収入(自分) 水道・光熱費 □

（本人分）証の写し
自営収入(同居者) 電話料

＜本人が年金，児童手
年金(自分) 衣類・日用品費 当などの公的給付を

受けている場合＞
年金(同居者) 医療費 □ （なけれ受給証明書

ば振込口座の通帳）
の写し生活保護(世帯分) 教育費

失業保険(自分) 交際費・遊興費 ＜保険料支出あり＞
を書いて□保険契約者

失業保険(同居者) 保険料 ください。
契約者が申立人本人□
の場合は，財産目録児童手当(世帯分) (保険契約者： )
に解約返戻金の額な

( ) 駐車場代 する必要がどを記載
あります。

からの援助 ガソリン代
＜駐車場代，ガソリン

(車の名義人： ) 代の支出あり＞
□ を書いて車の名義人

同居者の借金返済 ください。
車の名義が申立人本□
人の場合は，財産目
録に時価などを記載
する必要がありま
す。

合 計 合 計

原則として収入と支出の合計額は同一になります。

２ 今後，親族（配偶者を含む）の援助を受けられますか。
（ ， ）。□受けられる 援助者： から 月 円

□受けられない。レ



必要書類・注意事項３ 給料の差押えを受けている場合は その状況を書いてください， 。

給料の差押えあり＞差押えが始まった時期 平 年 月から ＜
債権差押命令正本 差押□ や
通知書の写し差し押さえられている金額 毎月 円控除

４ 今回の破産申立費用は，どのようにして用意しましたか。
□自分の給料 □自分の貯蓄 □同居者の給料 □同居者の貯蓄レ

□生活保護費 □法律扶助協会
□（ ）からの借入・援助
→ お金を貸してくれた人や援助してくれた人は，そのお金が
破産申立費用に使われることを知っていましたか。
□知っていた。 □知らない。

第４ 財産の状況について

１ 現在の財産は，財産目録のとおりです。

２ 過去２年以内に，自分が処分したり，債権者に処分（差押えや 財産目録□
（例えば，不動産，自動車，商品等）引き揚げなど）された財産

があれば，書いてください。

財産の種類 処 分 状 況 等 ＜不動産を処分した場合＞
不動産登記簿謄本□
売買契約書写し□不動産 処 分 者 □自分 □レ

使途報告書□土地 筆 □債権者 □代金の（ ）
□建物 棟 処 分 時 期 平 年 月ころ
□ 室 処 分 先 ＜自動車などを処分した場マンション （ ）

□自動車 台 処 分 価 額 （ 円 ） 合＞レ

売買契約書写し□ 処分によりあなたが取得した金額 □（ ）
使途報告書（ ）円 □代金の

（ ）現在の残額 円
＜自動車や商品などを債権

□不動産 処 分 者 □自分 者に引き揚げられた場合＞
引揚げの際に渡された書□土地 筆 □債権者 □（ ）
類の写し□建物 棟 処 分 時 期 平 年 月ころ

（ ）□ 室 処 分 先マンション
（ ）□自動車 台 処 分 価 額 円

□ 処分により自分が取得した金額（ ）
（ ）円
（ ）現在の残額 円



必要書類・注意事項３ 過去２年以内に，あなたが受け取った金銭（給料・ボーナス
があれば，を除く。例えば，保険の解約返戻金，退職金など）

書いてください。
＜保険解約返戻金の場合＞
解約返戻金計算書受領した金銭 受 領 の 状 況 等 □

使途報告書□返戻金の
□保険解約返戻金 受 領 時 期 平 年 月ころ ＜退職金の場合＞

退職金の支給明細書写し□退職金 相 手 方 から □（ ）
使途報告書□ 受 領 金 額 円 □退職金の（ ） （ ）

現在の残額 円 ※ただし，２０万円以上の価（ ）
値のある場合以外は，報告

□保険解約返戻金 受 領 時 期 平 年 月ころ 書は不要です。
（ ）□退職金 相 手 方 から

（ ） （ ）□ 受 領 金 額 円
（ ）現在の残額 円

債権者一覧表第５ 債務の発生と増加の原因について □
滞納公租公課(税金)一覧表□

１ 債務の現状は，債権者一覧表及び滞納公租公課（税金）一覧
表のとおりです。

２ 今回多額の債務を負担することになった理由について，次の項目からあてはまるものをすべ
て選んで，□にレ印を付けてください。

， （ ） ， 。また そのうち最も大きな理由となった項目の□ １つ を塗りつぶし ■としてください

□生活費 □債務返済のためレ レ

□（□自分 □家族）の事業失敗 ■（□自分 ■家族）の失業
□（□自分 □家族）の収入減少 ・ 収入不安定
□（□自分 □家族 ）の（□病気 □ケガ □出産 ）
□損害賠償・慰謝料など（□交通事故 □離婚 □ ）
□住宅ローン返済 □引越レ

□子供の学費，仕送り □冠婚葬祭費用 （詳細は ）
□（□親族 □友人 □会社）の保証人になった。
□（□親族 □友人 □会社）への資金援助・名義貸し
□仕事上の経費立替えや穴埋め □仕事のノルマ達成のため自社製品を購入
□飲食，飲酒 □（□異性 □同僚 □顧客）との交際

（ （ ）□商品購入 □車 □衣類 □装飾品 □布団 □教材 □絵画 □その他
□旅行（□海外 □国内） □株取引，先物取引
□ギャンブル（□パチンコ □競馬 □ ）

（ ）□その他



うまく書けないときはこちらの記載要領をお読みください。
必要書類・注意事項

３ 今回，多額の債務を負担することになった理由を文章で（箇 次の事柄を，出来事が起こ□
条書きでも可）で詳しく説明してください。 った順にしたがって書いて

ください。
（注）個人事業者の場合は，ここに書かずに，個人事業者 １ 最初の借入（購入）のき

用報告書に書いてください。 っかけ
２ 債務が増えた経緯
( )いつ，どのような仕事
をしているときか

( )当時の月収がいくらだ
ったか

( )当時の借金の総額がい
くらだったか

( )どのような事情のため
（ ）に借金 又は商品を購入

したか
( )どこからいくら借金 又（
は商品を購入）したか

( )どのような事情があっ
て返済できなくなったか

＜書ききれない場合＞
便せんなどを別紙にして詳□

。しく書いてください



４ 支払が困難になった時期とその状況について

ア 自分の収入だけでは返済ができず，返済のための借金を始めた時期を書いてください。

時 期 平 年 月ころ

当時の状況 手取り収入（月 万円 ，弁済に必要だった金額（月 万円））

イ 借金を返済するのが不可能だと思い始めた時期とその理由を書いてください。

時 期 平 年 月ころ

そ の 理 由 □収入より返済額が多くなったから □貸付を断られたから
□失業したから □病気になったからレ

□その他（ ）

ウ 現在の返済状況について書いてください。
□平 年 月ころから，どの債権者にも全く支払っていない。レ

□現在も，次の債権者に支払っている（債権者一覧表の番号も記入すること 。。）

債 権 者 名

毎月の返済額 円 円 円 円

（以下は該当する場合に記入すること。債権者名を記入する際は債権者番号も記入すること ）。
エ 借金の返済が不可能だと思い始めた後に，さらに借入やクレジットで商品を購入した
ことがあれば，その時期と債権者名を書いてください。

時 期 平 年 月 平 年 月 平 年 月 平 年 月

債 権 者 名

オ 現在保証人が支払っている債務があれば，その債権者名などを書いてください。

債 権 者 名

毎月の返済額 （ ）円 → その金を私から渡して（□いない。□いる ）。

カ 借りたまま，一度も返済していない相手（債権者）がある場合のみ，その債権者名を
書いてください。

債 権 者 名



５ これまでの生活状況について，次の項目からあてはまるものを選び，その時期，回数，
金額などを書いてください。

記憶のとおり正直に記載してください。
バー，クラブ，スナック等で，１回あたり１万円以上の飲食したことがある。□

行 っ た 時 期 年 月ころから 年 月ころまで
（１番よく行った時期） （ 年 月ころから 年 月ころまで）

行 っ た 回 数 １か月平均 回くらい
（１か月平均 回くらい）（１番よく行ったころの回数）

使 っ た 金 額 １か月平均 万円くらい
（ １ 番 使 っ た 金 額 ） （１か月平均 万円くらい）

パチンコ，競馬などのギャンブルをしたことがある。□レ

ギ ャ ン ブ ル の 種 類 □パチンコ □競馬 □その他（ ）レ

し て い た 時 期 年 月ころから 年 月ころまで
（１番よくしていた時期） （ 年 月ころから 年 月ころまで）

し て い た 回 数 １か月平均 回くらい
（１か月平均 回くらい）（ ）１番よくしていたころの回数

使 っ た 金 額 １か月平均 万円くらい
（ １ 番 使 っ た 金 額 ） （１か月平均 万円くらい）

株取引や先物取引をしたことがある。□

取引をしていた時期 年 月ころから 年 月ころまで

取 引 の 内 容

使 っ た 金 額 １か月平均 万円くらい

□過去５年以内に１回（又は１個）１０万円以上の商品購入，旅行をしたことがある。レ

時 期 内 容 金額（円） 支 払 方 法 信販会社名

年 月 現金・クレジット

年 月 現金・クレジット

年 月 現金・クレジット



第６ 借入などをするときの事情について

１ 次の項目からあてはまるものを選び，そのときの事情を書いてください。

記憶のとおり正直に記載してください。
他人の名前を使って借入などをしたことがある。□

どの債権者から借入などをした
ときですか。

誰の名義で借入などをしたので （氏名 ）
すか。 （あなたとの関係 ）

その人から承諾をもらいました □本人に無断で申し込んだ。
か。 □前もって承諾をもらった。

□後で承諾をもらった。

債権者は，そのことを知ってい □知っていると思う。
ますか。 □知らないと思う。

真実と違うことを言って借入などをした。□

どの債権者から借入などをした
ときですか。

何について真実と違うことを言 □生年月日 □氏名 □住所 □勤務先
いましたか。 □他社からの借入総額

□借入金の使いみち □（ ）

本当はどうだったのですか。

それなのに，どのように言った
のですか。

２ 現金に換える目的で，クレジットを利用して商品を購入したり，架空のローンを組んで
現金を得たことがある場合のみ，その契約内容などを書いてください。

時 期 品 名 信販会社名 処 分 先購入金額 円 受領金額 円（ ） （ ）

年 月

年 月

年 月

そのきっかけ □自分で考えた。
は，次のうち □第三者（□友人・知人 □ ）に教わった。
どれですか。 □テレビや新聞の広告を見たり，業者（販売店）に勧められた。



第７ 過去の負債整理等について

１ 次の項目からあてはまるものを選び，そのときの状況を書いてください。

過去に，負債整理の資金を援助してもらったことがある。□

いつごろですか。 平 年 月ころ

だれからですか。 （氏名 ）

（あなたとの関係 ）

いくらですか。 万円

その結果 どうなりましたか □完済された。， 。

□一部（ 万円）残った。

※ 以下の質問には 「一部残った」場合のみ答えてください。，

どうして残ったのですか。 □債務の一部を隠していたから

□資金が足りなかったから

□その他（ ）

残った債務は，現在の債務に □影響している。

影響していますか。 □影響していない。

今回の破産申立前に，負債整理について債権者と話し合いをしたことがある。□

（ ） 。どのような話し合いをして， □任意の話し合い 弁護士による任意整理を含む をした

その結果はどうなりました □簡易裁判所に調停を申し立てたが （□不成立 □取下，

か。 げ）で終了した。

□調停が成立したが，返済できなかった。



必要書類・注意事項

＜破産宣告を受けたことが第８ 過去の破産・免責について
ある場合＞これまでに破産宣告を受けたことがある場合には，その時期と

裁判所名，結果などを記入してください。 破産宣告決定の写し□

破産宣告の時期 昭・平 年 月ころ
＜免責許可決定を受けたこ

裁 判 所 名 地方裁判所 支部 とがある場合＞
免責許可決定の写し□

破産事件の番号 昭和・平成 年（フ）第 号
＜免責不許可決定や免責申

免責許可決定を受 □ある（昭・平 年 月ころ） 立却下決定を受けたこと
けたことがありま □ない その理由は 次のとおりです がある場合＞（ ， 。）

免責不許可決定の写しすか。 □免責の申立てをしなかったから □
免責却下決定の写し□申し立てたが，免責不許可となっ □

たから
□申し立てたが，却下となったから

第９ 反省すべき点や今後の生活の見込みを書いてください。


